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水田における大型農業機械導入の可能性

に関する調査（1）土壌抵抗の測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立野喜代太・宮国栄美・古賀茂男・村西三郎

　農業機械による水田作業の可能性を予察し、その範囲内で、機械の性能を十分に発揮しながら、

有効かつ安全な作業を行なうためには、あらかじめ圃場の諸性質をより多方面から、総合的に把握

しておく必要がある。

　この調査は、本学・附属農場の水田圃場のうち、水稲収穫後の未耕起一町（三民水田ユ1～i5

は小麦栽培中で、調査から除外。また、表区14は既耕）18区画、約4加を対象に、昭和51年

1月から2月にかけて実施したもので、矩形板沈下量、円錐貫入抵抗、萌出抵抗および摩擦抵抗な

どを調査した。測定は「土壌抵抗測定器」（SR－2型）を使用し、1圃場区画当り4～6ヵ所を

無作為に選定し・合計75ヵ所について測定した結果から・圃場ごとの平均値を算出しπ：・

　調査は3回にわたって行なつπ。第1回は1月16日で、干天が続き、約12日間降雨をみない

時に行なったもので、土壌は乾燥状態にあった。第2回は2月6日、降雨の直後であり、第3回は

2月9日、降雨後3日目にあたる。

1．矩形板沈下量

荷圧力1・6kg／㎝における小型矩形板（10×2・5cm）の沈下量を表わす。表中で※印を附しアこ

　　　　　　　　　　　　　　　第1表矩形板沈下量
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水田における大型農業機械導入の可能性に関する調査（D土壌抵抗の測定 玉5

表区12および22の2圃場は、水稲収穫後、圃場内にわらを散布して風乾、センチビートで反転

したのち、ヘィベーラーで梱包、収納（収穫後6日目）しπものである。また、トラクター走行判

定基準（農事試験場作業技術部作業技術第1、同作業技術第2および同士壌肥料研究室の成績）に

てらして、作業（ロータリー耕）容易範囲（6．5以下）に●印、作業可能範囲（6．5～10．5）に

▲印、さらに作業不能範囲（10．5以上）に×印を附しアこ。

　第1図は小型矩形板の圧力と沈下量との関係を、圃場ごとのデータ　（平均値）をもとに両対数グ

ラフにプロットしπものである。荷圧力と沈下量との関係は、同図に示すような直線（測定器圃場

の平均を示す）で表わされ、直線の下側にプロットされπ圃場は、おうむね乾田が多く、トラクタ

ー作業が比較的容易で、上側にプロットされた圃場は半湿田が包含され、降雨後の作業は一段と困

難である。

沈
下
量
　
（

Z

㎝
）

0．04 0．80　　1。60　　　　　0．04　　　　　　0．80　　1．60

　　　　　　圧力（P：kg／観）

0．04 0．80　　L60

第1図　矩形板（25×100㎜）の圧力と沈下量との関係

　　　註）図中の。印プロットは既耕圃場（表区％14）を小す。
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2．円錐貫入抵抗

　第2表は、頂角30G、底断面積2c㎡の円錐を使用して、1月16日に調査した結果である。この

表の右欄に示した数値は0～15cmでの貫入抵抗の平均値（M）および分散（V）を示す。同欄に

附した●、▲、×印、および圃場番号肩の※印は第1表の説明に同じである。第2図は、表区圃場

12番におけるわら収納による作土層の貫入抵抗の変化を示す。裏一4は乾田、表至一2は半湿田

を例小した。

　　　　　　　　　　　　　第2表　円錐貫入抵抗（kg／2c㎡）
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　　第2図　円錐貫入抵抗
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ろ．萌断抵抗
　第3表は、各測定日（1月ユ6日および2月6日）におけるトルク値（T＝測定器に取付けたト

ルクレンチを回転して、たわみの最大値を読みとる）を示したものである。この値から、勇断ま

アこは摩擦抵抗を算出するには次式（1）による。

　　S－2／1鍔舞）≠号…・・一・く1）

　　　　　S：勇断または摩擦抵抗（kg／c㎡）

　　　　　T＝トルク（kg－m）

　　　　　γ1＝リング外半径（cm）二5㎝

　　　　　γ2＝リング内半径（㎝）＝3cm

　　　　　　　　　　　　　第3表勇断抵抗（Xl『3）
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　　　　　　　註）50kgのバネを使用

　第4図は、第3表の結果をもとにして、乾燥時（Y）と降雨後（×）との勇断抵抗の関係を図示

しπものである。川中にプロットした●は重直圧力10kgでのトルク値を表わし、×は20kg、　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／＼
は30kgでの値をそれぞれ表わしている。回帰直線の式は、図中に示すように、両トルク値間にY

＝1．635×一64．9なる関係があり、×の値に比較してYの値が高い（γ＝0．99美苦）。
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　　　　　　　　第4図　降雨による勇断抵抗の変化
4．摩擦抵抗

　第4表は摩擦抵抗をトルク値（T）で示しπ。乾燥時と降雨後のトルク値の変化は、圃場によっ

て区々で、一定の傾向は認められない。
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註）50kgのバネを使用

5．摩擦抵抗と勇断抵抗との関係

圃場の乾燥時（1／16）と、降雨後（2／6）との両抵抗関係の比較を行なった。第5図およ

び第6図は各三日の瀦の関係を示す。5図の直纐帰が仁2．。28X＋44．8を示すのに対し

　　　　く
て、6図はY＝1，382X＋55．0を示し、　Xの係数（勾配）を異にしている。　Xの変化は両測定

日で大きな違いは認められないが、Yの値は降雨後、急激に低下する。ことに垂直圧力が大きくな

るほど、低下の度合いが大きい。両図に圧力30k9における、表区一12のトルク値を示している。

乾燥時に最も高い勇断抵抗を示したものが、降雨後急激な低下をしている。
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